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　助成事業の概要

（実施目的）精神障害者の地域における実践を行っ
てきた方々を講師とし、毎回講演後、ミーティン
グ方式で対話を中心とした交流を図り、精神障害
に広く携わる人の理解と認識を深め、家族を含め
た包括支援として新たな地域支援サービスの創造
につながることを目的として研修会を実施しまし
た。
（実施時期）平成 27年９月 26日から平成 28年
３月 12 日の間で、全４回のシリーズ講演「対話
（ダイアローグ）する地域社会」を行いました。

第１回　平成27年９月26日（土曜日）
テーマ　精神障碍者の快復
講　師　浅野弘毅先生（東北福祉大学せんだんホ
スピタル院長）
会　場　町田市民フォーラム会館　会議室（参加
者 45名）
浅野氏の実践から、精神障碍についての理解、回
復をどのように捉えていくかについての講演を
行った。

第２回　平成27年 12月 12日（土曜日）
テーマ　障害者権利条約と精神保健福祉法
講　師　池原毅和先生（東京アドボカシー法律事
務所所長・内閣府障害者制度改革推進会議差別禁
止部長）
会　場　町田市民ホール　会議室（参加者 36名）
権利・人権を踏まえ互いの存在を認め、理解し考
え合うことから、障害を持つ人が社会の中の一員

としてあたりまえに生きて行く事についての講演
が行われた。

第３回　平成28年２月６日（土曜日）
テーマ　精神障害　回復へのアプローチ
講　師　当事者、家族、家族支援、当事者支援関
係者
会　場　町田市民フォーラム会館　会議室（参加
者 42名）
地域の中で互いに支え合うこと、より良いコミュ
ニケーションとは何か、よい関係・よい交流がも
たらす効果などについての体験報告や考察がなさ
れた。

第４回　平成28年３月12日（土曜日）
テーマ　「オープンダイアローグ」を考える
講　師　斎藤　環先生（筑波大学医学医療系社会
精神保健学教授）、大熊　一夫（ジャーナリスト、
元大阪大学大学院人間科学研究科教授）
会　場　町田文化交流センター　5F　会議室（参
加者 89名）
斎藤氏からは有効な治療法として、今世界から注
目されているフィンランドの実践・オープンダイ
アローグについての話を、大熊氏からはイタリア
精神医療の現状とイタリアでのオープンダイア
ローグの取り組みの状況の講演が行われた。

　事業の成果

今回の事業の成果
　今回は、「対話（ダイアローグ）する地域社会」
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新たな地域福祉サービスの創造「ダイア
ローグする（対話）地域社会」の実現
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というシリーズで、全４回の企画で講演会を行い
ました。
　地域に向けて専門家（精神科医、弁護士）から
発信する講演を２回、それを受けて地域の援助団
体や障がい当事者がどのような取り組みをしてき
たのかということで地域から発信する報告講演会
を１回、そして、第４回目は、その集大成として
「オープンダイアローグを考える」というタイト
ルで、施設内にとどまらず、地域の中でいかに対
話を継続することが可能になるのか、というシン
ポジウムを行いました。会場内では、シンポジス
トに招いた専門家だけではなく、障がい当事者、
家族、地域で援助する専門家、市民などとのやり
取りも行われました。
　モノローグ（独語）は普段から、それぞれの人
たちがそれぞれの立場でしてきていますが、それ
を超えてダイアローグが可能になるには、お互い
を知り、理解し、お互いを必要とすることがなけ
ればなかなかその飛躍には至らないものと思われ
ます。今回の企画はこれに向けた取り組みとし
て、そのやり取りを試みてみました。
　今回会場でのやり取りから、十分ではないまで
も、共に生きる社会（共生社会）を目指していく
には、理念だけではなく、その実践も一歩一歩積
み重ねていくことが必要なことが共有されたので
はないかと思いました。
　これを今後も繰り返し実践していくことで、地
域の中でより理解を深め、少しでもダイアローグ、
対話する共生社会の実現が目指されていかなけれ
ばならないと、考えます。
　各講演会後の、参加した当事者や家族から、「回
復への焦りから悪くなっていた家族との関係が、
講演を経てから、障がい特性への理解が深まり、
気持ちに余裕が生まれ、家族との関係が少し良く
なった。」という報告がありました。第 4 回目の
オープンダイアローグの講演会の後には、「家に
帰ってから家族でオープンダイアローグを試みて

みた」という報告もありました。アンケートから
も参加した多くの方々から対話を用いた実践への
期待が感じられました。
　今後ともこのような実践は、地道に繰り返して
いくことが必要なことと思います。
　今回の講演会では貴財団法人の助成により、先
駆的な活動をしてきた講師を複数招くことが出
来、またその講演会に毎回多くの参加者に来場し
ていただくことが出来ました。貴重な機会をいた
だき感謝しております。これからも地域に向けた
啓発活動を続けていきたいと思っております。

　成果の広報、公表

・当団体の機関紙に掲載
・当団体の掲示版への掲示
・ホームページに掲載
・法人内会議での報告（役員・職員・家族・利用者）
・当日参加出来なかった方への資料提供・配布
・地域の会議にて報告

　今後の展開

　今回、参加者の声をより今後に反映できればと
思い、講演会後毎回（全 4 回）アンケートをと
りました。
　アンケートの結果、①新たな知識を得る機会と
なったこと、②精神障害者の回復を考える上で対
話の力の重要性と可能性についての気づきがあっ
たことが毎回とも共通する内容でありました。
このことより、地域の中で、当時者、家族、関係者、
市民等、様々な人が集い、学び、日々の思いを語り、
お互いの力をより引出すような対話を重ねていく
ことが、新たな地域福祉の創造と発展につながる
ことになると考えられます。
　今後も参加者による交流と対話を取り込んだ方
式の講演会を継続していきたいと考えています。
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